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１．研究の目的 

現在    ～    将来に求められる浮橋 

高機動性 

積載重量増 

軽量・高強度 

架設が短時間 

９２式浮橋 

軽量・高強度 

現有浮橋の特徴、運用環境、応用可能な新しい技術から、
将来に求められる浮橋の方向性について検討する。 

移動～撤収が容易 
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２．浮橋の重要な特徴 

１．軽量 
  目的地まで素早く移動し、 
  短時間で架設～撤収ができる。  
 
 
 
２．高強度 
  戦車のような重車両を通過 
  させられる強度がある。 
 

92式浮橋の専用運搬車 

戦車が通過する92式浮橋 
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積載重量と架設速度 

３．浮橋の技術動向  

積載重量（高強度）の分布範囲は狭いことから、今まで
は積載重量（高強度）を重視した開発傾向にあった。 

積載重量（公称） 

速 

遅 

架
設
速
度
（
公
称
） 

大 小 

車両一体型 

車両分離型 

露 

仏 

独 

独 

仏 

米 

米 

独 
英 
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４．軽量・高強度の意義 

軽量・高強度であると、浮橋としての有用性が高い。 

１．浮橋の基本性能が向上する 
  →より重い車両が通過可能（積載重量増）、より容易 
    に移動～撤収の一連の工程が終了 
 
２．他の性能の向上が期待できる 
  →機動性の向上、架設の短時間化が期待できる 
 
３．より負荷がかかる新しい環境での運用が期待できる 
  →上下する水面（例：海上）で使用 
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５．軽量・高強度のための方法 

１．軽量で強度がある材料の使用 
 
 
現状の材料（アルミ合金 、高張力鋼）より軽量で強度
がある材料（例 炭素繊維強化プラスチック）を使用 
 
 
２．最大荷重負荷を想定した最適な強度設計 
 
 
運用環境を考慮し、浮橋にかかる荷重負荷の最大値
を計算により求める。 
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６．荷重負荷を求める計算モデル 

積載物の荷重 
と荷重位置 

環境に起因する
負荷要因 

負荷要因の 
モデル化 積載物を載せた浮橋の荷重関係のモデル化                                                                                                     

計算モデル作成 

浮橋自身の荷重
と荷重位置 
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７-１．計算モデル（上下する水面の場合） 
新しい環境での運用の可能性を検討するため、運用環境を考慮し
て荷重負荷を求める数値計算を実施した。 

上下する水面で使用する場合 
（門橋形態） 

波の波長 波の波長 

水との接点≒支持点 

・風浪階級：３ 
・積載重量：戦車相当 
・浮橋の浮力：９２式浮橋と同等 
・浮橋の重量：９２式浮橋と同等 
・浮橋の材質：アルミ合金 

○計算条件 

Ｌ4 

a 
Ｌ2 
 

Ｌ2 
 

Ｌ2 
 

Ｌ3 Wt1 Wt2 

Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1 

Ｌ1 
 

Ｌ1 
 

荷重位置（w）は同一、 
支持点位置（R）は変化 

R0 
 

R1 
 

R2 
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７-２．計算モデル（上下する水面の場合） 

① 

② 

③ 

④ 

進行する波を移動する支持点とし
て近似し、支持点が移動する時に
負荷が集中しやすい連結部にか
かる力を計算により求める。 

波の波長 波の波長 

：連結部 

：支持点 
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８．計算結果 

圧縮方向：－ 
引張方向：＋ 

１ 荷重の大きさと連結部の位置より、Ｂの箇所に一番大きな負荷 
  がかかる。 
２ 想定される最大負荷は、現有浮橋の最大許容負荷から大きく 
  掛け離れていない。  

A B C 

波の波長 波の波長 a（ｍ） 

上面 

下面 

A 
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C C 

A 

B 
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９．新しい環境での運用例 
○海上で浮桟橋として利用 

④人員、車両、
物資の積み卸し 

①船舶で可能な
限り岸に近づく 

② 船舶から浮橋を
卸下し、連結 

③浮橋を卸下後、
浮桟橋として係留 

港湾が整備されて
いない島嶼部 港湾が整備されていない島嶼部で

浮桟橋化し、人員、車両、物資の
積み卸しに利用 
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１０-１．応用可能な新しい技術 

厳しい運用環境でも使用可能 

○自立推進 

推進機関により自立推進 

推進機関 
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岩などの障害物を避けな
がら河川に沿って進む 



○自動連結 

ＧＰＳ受信機 

ＩＮＳ装置 

相対距離測定装置 

動作制御 
コントローラ 

推進機関 

Ｒ/Ｃ送受信機 

操縦装置（ﾓﾆﾀ、R/C等） 

システム構成例 

１０－２．応用可能な新しい技術 

ビデオ送信機 

GPS-INSにより絶対位置、相対距
離測定装置により相対位置を計測
し、高精度の位置情報を得ることで
スムーズな連結を実現 

GPS衛星 

GPS衛星 

連結部の１例 

ラッチ機構 テーパ構造 
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１１．将来浮橋の方向性 

機動性 基本性能 
（積載重量、移動～撤収） 

軽量・高強度 さらなる軽量・高強度 

架設性 

自立推進 

自動連結 

運用環境 
の拡大が
図れる 
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１２．まとめ 

上下する水面における荷重負荷は、現有浮橋の最大許容負荷と比較
して大きく掛け離れていないことから、連結部の部材を厚くする、高強
度な材料（炭素繊維強化プラスチック等）を使用することで、負荷の大
きい新たな環境での運用が見込める。 

○ 新たな環境での浮橋の運用可能性 

自立推進機関により移動の自由度が増し、機動性の向上が見込める。 
また、自動連結機構により架設の短時間化が図れる。 

○ 機動性の向上、架設の短時間化 

基本性能の向上、運用環境の拡大、機動性の向上、架設の短時間化を 
実現するには、浮橋の軽量・高強度を優先して進めることが重要である。 

○ 将来浮橋の方向性 
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